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  補助事業 
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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 本事業の目的は，東日本大震災の被災者を対象にして，精神的ストレスの指標と

して問診と唾液アミラーゼ量，そして生活習慣の指標として血圧および口腔の状態

を調べ，精神的ストレスが高い被災者の身体的・社会的特徴を解析することである。 

（２）実施内容 

     ①唾液中酵素を指標とする東日本大震災被災者のストレス状況関する調査 

   期間 平成24年5月11日～5月25日 平成24年7月17-20日  

平成24年12月11日～12月15日 

   実施内容 健康診断に併せて大槌町民の唾液アミラーゼ活性を測定した。 

② 岩手県内陸部における唾液中酵素を指標とするストレス状況に関する調査 

期間 平成24年6月1日－3月31日 

１）事業実施概要 

2011年3月11日に発生した「東日本大震災」では多数の犠牲者が生じる共に，被災者の多

くが住居および仕事を失い，震災から1年半以上経過した現在でも仮設住宅等で避難生活を

おくっている。岩手県においても沿岸地区は壊滅的な被害を受け、特に岩手県大槌町では

大きな被害を受けた（図1）。 

 

 



 

また今回の震災で

は沿岸市街地の人口

密集地帯に津波被害

が集中し、人的被害が

顕著にみられると同

時に，住居被害も大き

く岩手県大槌町では

人口の10%が死亡もし

くは行方不明となり，

市街地中心部の6割強

が全壊の被害を受け

た（図2）。 

このため震被災者の多くで健康被

害の発生や不眠や不安，抑鬱の問題に

ついての報告も行われており，被災者

のストレス状況を把握することが必

要であると考える。今回我々は東日本

大震災被災者の健康状態等に関する

調査研究の一環として，地震直後に発

生した大津浪で大きな被害を受けた

岩手県大槌町で平成24年5月から平成

25年3月まで歯科健康診断（図3）と併

せて，酵素分析装置（唾液アミラーゼ

モニター）を用いて交感神経系ストレスマーカーである唾液アミラーゼの活性値を測定し

た（図4） 

 

 

 

 

 

 



 

また大槌町民のストレスマーカーの状況

について，震災被害の影響について確認

するため，震災被害の少ない地域の状況

と比較するために，岩手県内陸山間部地

域の葛巻町および内陸都市部である盛岡

市で同様の調査を行い，各地域住民のス

トレスマーカーについて比較検討を行っ

た（図5）。 

 

2）事業成果 

岩手県大槌町の住民は平成24年5月時点で唾液アミラ－ゼ活性値が高い傾向で推移して

いることが確認された。また平成24年12月時点でも，唾液アミラ－ゼ活性は改善傾向には

あるものの，震災被害が少ない岩手県内陸部と比較すると高い傾向を示している（図6） 

また大槌町の被害地区別の状況に

ついて唾液アミラーゼ活性値につい

て比較検討したところ，被害無し地

区，半壊地区，被害無地区全てに平

成23年12月と比較して平成24年5月

では唾液アミラーゼ活性値が有意に

減少傾向を示していた。しかしなが

らすべての地区において正常基準値

を上回っていた。（図7） 

 

また大槌町被災者で60歳以上の

高齢者とそれ以外の住民で唾液ア

ミラーゼの活性値を比較したとこ

ろ，高齢者群，若年者群共に平成

23年12月と比較して平成24年5月

では唾液アミラーゼ活性値が有意

に減少傾向を示していた。しかし

ながら60歳以上の高齢者群におい



ては平成24年時点でも

唾液アミラーゼ活性値

は基準値を上回ってい

た。この結果からこの結

果，震災後ある程度の時

間が経過しても震災被

害の大きかった岩手県

沿岸部住民は高齢者を

中心として，強いストレ

ス環境にあることが示

唆された。 

（図8） 

 

 

 

上記の結果については平成24年度日本歯周病学会第55回秋季日本歯周病学会学術大会

（阿部ら：東日本大震災被災者のストレスマーカーの変動について）並びに、平成24年度

日本歯科保存学会第136回春季学術大会（佐々木ら 東日本大震災被災者の血圧および唾液

アミラ－ゼ活性の変動）， 平成24年度日本歯科保存学会第137回秋季学術大会（諏訪ら 東

日本大震災被災者のアミラーゼ活性および口腔乾燥度について：岩手県沿岸部と内陸都市

部・農村山間部との比較について） で学会報告をおこなった。 

 

２ 予想される事業実施効果 

  

  被災地住民のストレス状況については問診、アンケートについては報告が多く行わ

れているが，具体的な生体マ－カ－を用いて行ったストレス評価についての報告は未

だ行われていない。この結果を外部報告することで震災被災者の心身両面での健康管

理についての新たな指標となり得る可能性がある。 

平成26年5月現在も岩手県大槌町を中心として、健康診断と併せて継続して唾液ア

ミラ－ゼ活性値を併せて測定し、継続的な調査を行っている。 

   新規の唾液中生体モニターを用いたストレス計測を検討している。 

参照HP http://apital.asahi.com/article/news/2013020400015.html 

 

http://apital.asahi.com/article/news/2013020400015.html


 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また今回の調査結果を参考の一助として文部科学省 特別経費により「生体機能の理 

解にもとづく災害ストレス支援の推進事業」が開始されたことも報告する。 

 



３ 本事業により作成した印刷物等 

該当なし 

☆☆☆☆☆☆◆◆◆◆◆◆ (URL) 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 学校法人 岩手医科大学（ガッコウホウジン イワテイカダイガク） 

住   所： 〒020-8505 

岩手県盛岡市内丸19-1 

代 表 者： 理事長 小川 彰 （リジチョウ オガワ アキラ） 

担 当 部 署： 歯学部 歯科保存学講座 歯周療法学分野（シガクブ シカホゾンガ

クコウザ シシュウリョウホウガクブンヤ） 

担 当 者 名： 助教 村井 治  (ジョキョウ ムライ オサム)  

電 話 番 号： 019-651-5111（4113） 

F A X： 019-652-1365 

E - m a i l： osamurai@iwate-med.ac.jp    

Ｕ Ｒ Ｌ： http://perio.iwate-med.ac.jp/ 

http://perio.iwate-med.ac.jp/

